
食の経済システム

食の文化

世
界

個
人

アレルギー
の増加

社会課題

料理に関する
現象

凡例

子どもの肥満

核家族化

都市において時間の
使い道（or使い方）の

競合が多い

ちゃんと
料理をしないこと
に対する無意識下
の罪悪感

文化的価値
の劣後

料理は女性が
やるべきだという
社会的価値観

牛の飼料の
大量生産

環境破壊

資本主義による
市場原理システム

WTOにおける
自由貿易体制

フードロスの
増加

GMO技術による
大規模農業化

遠洋漁業
による乱獲

共働きの増加
家庭における
総和時間の減少

単身者の増加
高齢者の
一人暮らし

所得の二極化

非行の増加

食材の高騰

給食の停止

料理スキル
の減少

料理文化が
家庭内で
伝承されない

地方の過疎化と
コミュニティ
の喪失

都市化 
都市への人口集中

家庭と地域で
過ごす時間
の減少

金銭価値への
依存

忙しく
世帯調理時間
の減少

調理スキル
の減少

調理の習慣化が
されない

外食・中食など
加工食品へ依存

都市化と地域
コミュニティの

喪失

不健康
な食生活

外食・中食などの
加工食品へ依存

調理スキル
の減少

低賃金
労働

低所得者層
の不健康

濃い味への
欲求が増加

味覚麻痺
の進行

健康寿命
の短縮化 味覚麻痺

料理の社会的
認知・地位
の低下

買い物の
楽しみの減少

料理への
興味の低下

料理文化の
喪失

金銭価値以外の
価値劣後化

GDPの
経済指標化

家庭における
アンペイドワーク
の低評価

料理価値
の低評価

料理価値の
非ナラティブ化

零細農家
の困窮

食材の
パッケージ
商品化

大規模
スーパーモール
の勃興

食品加工肉
の大量生産

食産業
の工業化

食生産の
大規模化

食生産の
地域的偏在

カロリーニーズ
の増加

世界人口の増加

世界人口増加と
食生産の大規模化

JA・農協
などによる価格
コントロール

食材の
流通・販売
の画一化 同じ食材が

食料品店に並ぶ
生産者

（農家・漁師など）
が扱う多様な
品種を扱わない

食育の機会
の減少

生産と消費が
離れる

孤食の増加
子ども・単身者

食と料理にまつわる
 社会課題マップ

　このマップは、食と料理に関する社会課題を、課題同士の関係性に着目して整理したものです。
整理した結果、家庭における料理に影響を与えるいくつかの悪循環があることが分かりました。
　横軸では、その悪循環が起こっているシステムの規模を世界から個人まで表し、縦軸では、食の
経済システムに関わる目に見えるサイクルと、その背景で起こっている食の文化に関わる目に見え
ないサイクルに分類しました。
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食の生産者
創出サイクル

料理習慣
創出サイクル

料理の
機会創出

調理時間が
増える

コミュニティー
キッチンの活発化

スキルシェア

食育の促進

料理の可能性の
社会的認知
創出サイクル

オウンド
メディア

料理の日

社会が動く
(賛同者が増える)
レストランが閉まる
(外食が閉まる)

自己肯定感が
つくられる

産地直送
料理教室

C to C

CCI
TED

料理する人が
増える

Cookpadが
流通させる

Cookpadが
買う

日記を
書いて競争

Cookpadが
多様な種を
ユーザーに

Cookpadが
レシピ付きで
売る

ユーザーが
育てる

 


